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奥
出
雲
町
二
十
歳
の
集
い
が
８
月
15
横
田
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
令
和
７
年
度
に
二

十
歳
を
迎
え
る
74
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
二
十
歳
の
集
い
で
は
、
種
村
亜
衣
香
さ
ん
が
代
表

し
て
、「
私
た
ち
が
人
生
の
大
き
な
節
目
を
迎
え
ら

れ
た
の
は
、
多
く
の
方
々
の
支
え
の
お
か
げ
で
す
。

幼
い
こ
ろ
か
ら
愛
情
を
注
い
で
育
て
て
く
れ
た
家
族
、

い
つ
も
近
く
で
見
守
っ
て
く
だ
さ
っ
た
地
域
の
方
々
、

時
に
厳
し
く
、
時
に
優
し
く
、
私
た
ち
の
た
め
に
指

導
し
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
な
ど
、
多
方
面
の
皆
様

に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
大
学
や
専
門
学
校
で
日
々

勉
強
に
励
ん
で
い
る
人
、
す
で
に
就
職
を
し
て
毎
日

仕
事
に
奮
闘
し
て
い
る
人
な
ど
様
々
な
立
場
の
人
が

い
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
目
標
に
向
か
っ
て

挑
戦
を
し
続
け
て
い
ま
す
。
二
十
歳
に
な
っ
た
ば
か

り
の
私
た
ち
は
ま
だ
ま
だ
未
熟
で
す
が
、
私
た
ち
の

誇
り
で
あ
る
、
こ
の
奥
出
雲
町
に
貢
献
で
き
る
よ
う

努
力
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ど
う
か
こ
れ
か
ら
も
温

か
く
見
守
っ
て
い
た
だ
き
、
一
層
の
ご
支
援
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。」
と
誓
い
の
言

葉
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

種村亜衣香さん

奥出雲町二十歳の集い

【世界農業遺産認定までの経過】
・H28.8.30 奥出雲町農業遺産推進協議会の設立
・H31.2.15 「たたら製鉄に由来する奥出雲の資源循環型農業」
 日本農業遺産に認定
・R3.2.19 世界農業遺産への認定申請に係る国内承認
・R3.10.7 世界農業遺産認定申請書をFAOへ提出
・R7.7.22 FAO世界農業遺産科学助言グループ委員の現地調査
・R7.8.26 FAOが奥出雲地域を「世界農業遺産」に認定

【奥出雲の農業システムの特徴】
　かつて砂鉄を採掘した跡地を棚田に造成し、砂鉄採掘に用いた水路やため池を農業用に再利用し、伝統的な水
管理の知識、共同で維持管理する水路組合による農業慣習を受け継ぐことにより、今日、棚田において良質な仁
多米を生産し、独特な棚田景観を見ることができます。
①砂鉄鉱山を起源とする棚田と水路網の継承
②稲作、和牛、森林利用による複合的農業（仁多米、奥出雲和牛、ソバ、シイタケ等）
③地域資源を循環利用する農林畜産業（耕畜連携の循環型農業、森林の循環利用）

祝

　8月26日、奥出雲町農業遺産推進協議会が申請した「たたら製鉄を再適用した
奥出雲地域の持続可能な水管理及び農林畜産システム」が国連食糧農業機関
（FAO）から世界農業遺産の認定を受けました。世界農業遺産認定は中国地方で
は初となり、今回の認定を受けて国内の認定地域は17地域となりました。
　「世界農業遺産」とは、世界的に重要な伝統的農業を営む地域（農業システム）
を国連食糧農業機関が認定する制度で、認定地域は102地域となりました。
　この認定を契機として、地域住民の自信と誇りとなり、先人が築き上げた棚田
や循環型農業を保全・継承していくとともに、世界農業遺産の認定を活かし、農業、
観光の振興など未来につなげていく取組を進めていきます。

奥出雲の農林畜産業が
世界農業遺産に認定されました
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中国地方初「たたら製鉄を再適用した奥出雲地域の
　　持続可能な水管理及び農林畜産システム」

たたら製鉄


